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日中国交正常化40周年
中華料理店が集まる蒲田の名
として知られ．るパリパリの

「羽根付きギョーザ」は、約30

年前、中国残留孤児が開いた小
さな店から生まれた。地域住民
や支援者のカンパで開いた店は
繁盛を続け、日中国交正常化40
周年の今年、チェーン網は10店
の大台に乗る。

1983年、店のオーフ○ンで笑顔を見せるノ＼
木さん（左から2人目）と善元幸夫さん
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1980年、移り住んだばかりの江

満州事変発生。日本からの移民が本癌化
八木功さん、中国・旅順で生まれる
日中戦争始まる
ソ連、日本に宣戦
日本無条件降伏、太平洋戦争終結
中華人民共和国成立
文イヒ大革命

1931年9月18日
34年7月9日
37年7月7日
45年8月8日
45年8月15日
49年10月1日
■66～76年

72年9月29日　田中角栄首相が訪中、周恩来首相と日中共同
声明に署名し国交正常化
八木さん、日本に帰国
厚生省（当時）が中心となり中匡Ⅰ残留孤児の
訪日・肉親捜し開始
蒲田に「伯く好」開店
日中国交正常化40周年

79年6月
81年

83年12月
2012年9月

残
留
孤
児
の
蒲
田
名
物
店
誕
生
物
語

中
国
残
留
日
本
人
　
第
2

次
大
戦
末
期
、
中
国
・
東
北

地
方
（
旧
満
州
）
へ
の
ソ
連

、
2
2
歳
。
「
労
働
優
秀
膏

れ
た
勲
章
を
胸
に
着
け
る

功
さ
ん
（
前
列
右
か
ら
3

9
3
8
年
、
中
国
・
旅
順
で

●
憲
⑧
運
勢
畿

ね
年
　
猿
猫
が
月
を
と
ら
え
ん
と

し
て
取
れ
ざ
る
象
。
無
理
な
事
を
す

れ
ば
水
中
に
落
つ
　
う
し
年
　
多
欲

「
多
い
日
は
一
万
個
も
つ
く
り
ま

す」
大
田
区
蒲
田
の
中
華
料
理
店
「
休

好
」
創
業
者
の
八
木
功
さ
ん
（
七
七
）
は
、

ギ
ョ
ー
ザ
の
仕
込
み
中
だ
っ
た
。
六
店

舗
あ
る
蒲
田
以
外
に
も
支
店
が
あ
り
、

三
月
に
は
埼
玉
県
・
志
木
駅
前
に
十
店

舗
目
が
開
店
す
る
。
そ
の
す
べ
て
の
ギ

ョ
ー
ザ
を
、
こ
こ
で
手
作
り
す
る
。

中
国
・
旅
順
（
大
連
）
で
生
ま
れ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
ソ
連
軍

の
侵
攻
で
食
堂
を
営
む
日
本
人
の
父
と

生
き
別
れ
た
。
十
一
歳
だ
っ
た
。
掃
除

の
仕
事
を
し
て
い
た
中
国
人
の
母
は
病

気
が
ち
だ
っ
た
。
三
人
の
弟
と
、
ソ
連

兵
の
捨
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
や
パ
ン

の
耳
を
拾
っ
て
食
べ
た
。
見
か
ね
た
近

所
の
人
か
ら
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
十
五

㌔
と
引
き
換
え
に
、
弟
さ
ん
を
義
子
に
」

と
申
し
出
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

成
人
し
て
中
国
人
と
結
婚
し
、
二
人

の
子
供
も
も
う
け
た
が
、
死
ん
だ
と
思

っ
て
い
た
父
か
ら
「
日
本
に
来
い
」
と

何
通
も
手
紙
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

軍
の
侵
攻
で
、
肉
親
と
離
別
す
る
な
ど

中
国
残
留
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
本

人
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
日
中
国

交
が
正
常
化
し
た
1
9
7
2
年
か
ら
2

0
1
1
年
1
2
月
末
ま
で
に
、
中
国
人
の

義
子
と
な
っ
た
「
残
留
孤
児
」
2
5
5

1
人
、
中
国
人
の
妻
と
な
っ
た
「
残
留

婦
人
」
4
1
1
8
人
の
計
6
6
6
9
人

が
日
本
に
永
住
帰
国
し
た
。
そ
の
家
族

も
含
め
る
と
計
6
6
6
5
世
帯
、
2
万

8
3
3
人
と
な
る
り
1
9
8
1
年
に
残

留
孤
児
が
来
日
し
て
肉
親
を
接
す
「
訪

日
調
査
」
が
始
ま
り
帰
国
が
本
格
化
し

た
が
、
日
本
語
習
得
や
就
労
な
ど
で
困

難
に
直
面
す
る
例
が
多
い
。

父
は
親
戚
と
大
田
区
で
暮
ら
し
て
い

た
。
中
国
で
は
建
築
会
社
で
現
場
監
督

を
任
さ
れ
、
生
活
は
安
定
し
て
い
た
。

「
ま
た
一
か
ら
苦
労
す
る
の
か
…
」
。

迷
い
も
あ
っ
た
が
、
父
と
の
再
会
の
思

い
が
勝
っ
た
。

四
十
五
歳
を
目
前
に
、
日
本
へ
渡
っ

た
。
帰
国
し
た
中
国
残
留
者
向
け
の
寮

に
近
い
江
戸
川
区
の
ア
パ
ー
ト
に
住

み
、
生
活
保
護
を
受
け
て
、
昼
に
葛
西

小
の
日
本
語
学
級
、
夜
は
小
松
川
第
二

中
の
夜
間
学
級
に
通
い
、
勉
強
し
た
。

日
本
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
父

と
親
戚
が
住
む
大
田
区
に
引
っ
越
し

た。
中
国
で
覚
え
た
料
理
は
学
校
の
先
生

に
振
る
舞
っ
た
。
「
水
ギ
ョ
ー
ザ
や
イ

シ
モ
チ
の
あ
ん
か
け
。
つ
く
る
料
理
の

す
べ
て
が
お
い
し
か
っ
た
」
。
当
時
、

葛
西
小
の
日
本
語
学
級
教
員
だ
っ
た
善

元
幸
夫
さ
ん
つ
ハ
一
）
は
、
振
り
返
る
。
そ

ん
な
声
に
背
中
を
押
さ
れ
、
料
理
人
に

な
ろ
う
と
恵
比
寿
の
中
華
料
理
学
校
に

入
学
し
た
。

中
国
で
は
、
ギ
ョ
ー
ザ
と
い
え
ば
水

ギ
ョ
ー
ザ
だ
が
、
日
本
で
焼
き
ギ
ョ
ー

ザ
の
お
い
し
さ
を
知
る
。
焼
く
と
き
に

溶
き
の
小
麦
粉
を
少
し
か
け
、
パ
リ

と
し
た
薄
皮
を
つ
け
る
大
連
の
焼
き

じ
ゅ
う
を
ま
ね
て
、
ギ
ョ
ー
ザ
を

た
。
「
羽
根
付
き
ギ
ョ
ー
ザ
」
の

き
た
て
の
「
羽
根
付
き
ギ
ョ
ー
ザ
」
を

に
す
る
八
木
功
さ
ん

文
革
で
は
「
日
本
鬼
子
」

中
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
青
年
期
は

「
自
分
は
中
国
人
」
だ
と
思
っ
て
い
た

八
木
さ
ん
だ
が
、
反
日
感
情
が
広
が

っ
た
文
化
大
革
命
で
は
、
差
別
な
ど

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。
十
六
歳
か
ら

大
工
仕
事
を
始
め
、
大
連
市
か
ら
三

年
連
続
「
労
働
優
秀
青
年
」
の
表
彰
を

受
け
た
。
し
か
し
、
文
革
が
始
ま
る

と
、
勤
め
先
の
壁
に
「
日
本
鬼
子
」
と

蔑
称
が
張
ら
れ
た
。
父
が
日
本
人
で

あ
る
こ
と
は
話
し
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
か
周
囲
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
。

日
本
に
い
る
父
か
ら
の
手
紙
は
、

最
初
は
文
革
直
前
の
一
九
六
〇
年
代

前
半
に
届
い
た
。
突
然
、
自
宅
を
訪
れ

た
公
安
当
局
者
か
ら
渡
さ
れ
た
。
日

本
製
の
ラ
ジ
カ
セ
も
届
い
た
。
日
本

で
は
普
通
の
娯
楽
品
だ
が
、
中
国
で

は
持
っ
て
い
る
と
ス
パ
イ
と
疑
わ
れ

る
危
険
な
品
だ
。
上
司
に
相
談
す
る

と
「
お
ま
え
を
信
じ
る
。
手
紙
も
出
し

な
さ
い
」
と
、
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
。

監
視
下
の
中
国
で
、
八
木
さ
ん
親

子
が
連
絡
を
取
り
合
え
た
の
は
、
親

中
派
と
さ
れ
た
衆
院
議
員
の
宇
都
宮

徳
馬
氏
（
故
人
）
が
、
父
の
依
頼
で

周
恩
来
首
相
に
捜
索
要
請
し
て
い
た

か
ら
だ
と
、
帰
国
後
に
知
っ
た
。
八

木
さ
ん
は
、
ほ
か
の
日
本
人
の
よ
う

に
、
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
る
労
働
改

造
所
に
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
。
模
範

的
な
生
活
に
加
え
、
周
首
相
の
威
光

に
守
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

八
木
さ
ん
は
、
日
本
統
治
下
に
あ

っ
た
満
州
の
旅
順
で
も
中
国
人
に
差

別
な
く
接
し
た
父
の
姿
を
覚
え
て
い

る
。
父
は
開
店
を
見
届
け
ず
八
十
四

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
遺
志
を
継

ぐ
た
め
、
中
華
料
理
店
の
経
営
が
軌

道
に
乗
っ
て
か
ら
は
、
十
人
以
上
の

中
国
人
留
学
生
に
学
費
な
ど
の
面
倒

を
見
て
い
る
。

料
理
の
腕
を
上
げ
て
も
開
店
資
金
が

な
か
っ
た
。
恩
師
ら
と
の
食
事
会
で
悩

み
を
打
ち
明
け
た
ら
出
席
者
が
次
々
カ

ン
パ
を
表
明
し
た
。
大
田
区
議
に
初
当

選
し
た
ば
か
り
の
松
原
忠
義
・
現
大
田

区
長
（
六
む
も
そ
の
一
人
。
「
地
元
の
ガ

ッ
ツ
の
あ
る
人
を
応
援
し
た
か
っ
た
。

町
会
長
さ
ん
ら
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り
に

同
行
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

教
員
ら
の
ほ
か
、
町
工
場
や
商
店
の

主
人
、
主
婦
…
。
約
八
十
人
が
三
百
七

十
万
円
を
寄
せ
た
。
八
三
年
、
テ
ー
ブ

ル
五
卓
の
「
櫛
好
」
を
開
店
し
た
ら
、

行
列
が
で
き
た
。
「
お
客
さ
ん
を
待
た

せ
た
く
な
い
」
と
店
を
増
や
し
た
が
、

賃
料
が
高
い
都
心
を
除
き
開
店
時
の

「
焼
き
ギ
ョ
ー
ザ
六
個
三
百
円
」
を
守

る
。
本
店
に
は
、
支
援
者
の
名
前
を
記

し
た
額
を
掲
げ
て
い
る
。

「
皆
さ
ん
の
応
援
な
し
に
は
、
こ
こ

ま
で
は
こ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
い

し
い
も
の
を
安
く
。
こ
れ
が
私
の
譲
れ

な
い
考
え
で
す
」

文
・
滝
沢
学
／
写
真

・
佐
藤
哲
也
／
紙
面
構

成
・
杉
山
真
一

お
断
り
　
「
社
長
日

記
」
は
休
み
ま
し
た
。

よ
り
恥
ず
か
し
き
は
な
し
。
反
省
し

て
欲
求
よ
り
遠
ざ
か
れ
　
と
ら
年

塵
泥
に
入
り
て
貪
愛
の
念
で
争
う

意
。
万
事
自
然
に
任
す
べ
し
　
う
年

水
が
さ
ら
さ
ら
と
浅
瀬
を
流
れ
る

心
境
で
あ
れ
ば
万
事
快
調
　
た
つ
年

誰
人
も
千
の
眼
に
見
ら
れ
千
の
耳

に
聞
か
れ
千
の
心
に
思
わ
れ
て
い
る

み
年
ノ
言
葉
や
行
動
に
移
る
ま
え

に
よ
く
そ
の
心
を
察
し
て
後
に
出
づ

れ
ば
失
敗
は
な
い
　
う
ま
年
　
も
っ

と
よ
い
景
色
は
何
処
と
求
む
れ
ば
毎

日
見
て
い
た
我
が
庭
な
り
　
ひ
つ
じ

年
　
我
に
勝
ち
味
方
に
勝
ち
敵
に
勝

つ
べ
し
　
さ
る
年
　
通
常
の
人
間
が

何
も
し
な
い
と
欲
心
が
き
ざ
す
。
芸

能
に
遊
ぶ
が
よ
ろ
し
い
　
と
り
年

裸
に
な
れ
る
者
は
真
の
勇
者
で
あ

る
。
虚
栄
虚
飾
を
去
れ
　
い
ぬ
年

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
を
忘
れ
忘
れ

て
よ
い
も
の
を
思
っ
て
い
る
者
は
愚

者
で
あ
る
　
い
年
　
名
声
必
ず
し
も

真
価
に
非
ず
、
人
知
れ
ず
真
価
を
守

れ
　
　
　
　
　
　
（
松
雲
庵
主
）


